
年間授業計画

高等学校 令和８年度（3-4学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組： ３・４ 年次 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

２
学
期

３
学
期

B 介護とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】人間の尊厳を支え自立
支援を行うため、福祉の見方・考え方を働かせ、主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

上記を指導目標とし、次の指導項目を指導する。
ア　ICIDHとICF
イ　介護ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの基礎
ウ　利用者主体の介護サービス

C 高齢者の理解

【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】人間の尊厳を支え自立
支援を行うため、福祉の見方・考え方を働かせ、主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

上記を指導目標とし、次の指導項目を指導する。
ア　認知症について
イ　高齢者理解
ウ　高齢者疑似体験

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。

次の事項を身に付けることができることを評価規
準とする。
【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術が身に付い
ている。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に
関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力をもっている。
【主体的に学習に向かう態度】人間の尊厳を支え
自立支援を行うため、福祉の見方・考え方を働か
せ、主体的かつ協働的に取り組む態度が身に付い
ている。

次の事項を身に付けることができることを評価規
準とする。
【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術が身に付い
ている。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に
関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力をもっている。
【主体的に学習に向かう態度】人間の尊厳を支え
自立支援を行うため、福祉の見方・考え方を働か
せ、主体的かつ協働的に取り組む態度が身に付い
ている。

○

定期考査
○

定期考査
○

○

D 障害と生活支援

【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】人間の尊厳を支え自立
支援を行うため、福祉の見方・考え方を働かせ、主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

上記を指導目標とし、次の指導項目を指導する。
ア　身体障害、精神障害、発達障害
イ　介助と安全な環境
ウ　専門職の役割

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。

次の事項を身に付けることができることを評価規
準とする。
【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術が身に付い
ている。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に
関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力をもっている。
【主体的に学習に向かう態度】人間の尊厳を支え
自立支援を行うため、福祉の見方・考え方を働か
せ、主体的かつ協働的に取り組む態度が身に付い
ている。

○ ○

定期考査
○

１
学
期

A 介護福祉の理念と意義

【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統的に
理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に関す
る課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】人間の尊厳を支え自立
支援を行うため、福祉の見方・考え方を働かせ、主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

上記を指導目標とし、次の指導項目を指導する。
ア　介護の理念
イ　介護の意義と役割
ウ　人間の尊厳と自立

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導す
る。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を
教材とする。

次の事項を身に付けることができることを評価規
準とする。
【知識及び技能】介護福祉について体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術が身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】介護福祉の展開に
関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観
を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力をもっている。
【主体的に学習に向かう態度】人間の尊厳を支え
自立支援を行うため、福祉の見方・考え方を働か
せ、主体的かつ協働的に取り組む態度が身に付い
ている。

○

合計

78

○ 1

○ ○

○ ○ 1

○

○ ○ 1

○ 22

28

○ ○ 25

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

介護の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

人間の尊厳を支え自立支援を行うため、福祉の
見方・考え方を働かせ、主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

【主体的に学習に向かう態度等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

介護福祉の基礎的な資質・能力を地域における生活
の継続性と関連させながら体系的・系統的に理解す
るとともに、実践的・体験的な学習活動を通して関
連する技術を身に付けることができる。

介護に関する課題を発見し、職業人に求められ
る倫理感を踏まえ、介護の基礎的な知識と技術
を活用する。介護諸問題の解決を目指して自ら
の思考を深め、介護の意義や役割について適切
に判断し、創意工夫する能力を身に付け、表現

【福祉702】介護福祉基礎　実教出版

福祉

介護に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、適切な介護の実践に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

介護福祉基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

福祉 介護福祉基礎

外谷　毅史

福祉 介護福祉基礎 2


